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令和２年度厚生労働科学研究費補助金（移植医療基盤整備研究事業） 

「５類型施設における効率的な臓器・組織の提供体制構築に資する研究－ドナー 評価・管理と術

中管理体制の新たな体制構築に向けて」（主任研究者 嶋津 岳士） 

 

分担研究報告書 

ドナー評価と管理体制に関する研究 

 

分担研究者：横田 裕行    日本体育大学大学院保健医療学研究科長・教授 

研究協力者：稲田 眞治   名古屋第二赤十字病院救命救急センター長 

      渥美 生弘   聖隷浜松病院救命救急センター長 

      内藤 宏道   岡山大学医学部付属病院救命救急・災害医学講座准教授 

    吉川美喜子   神戸大学医学部付属病院腎臓内科 

 

研究要旨：内閣府調査(H29)によれば、臓器提供を希望する日本国民の割合は 41.8%であり欧米と

同じ水準にあるが、臓器提供者数は世界的に見ても極めて少なく、医療機関の体制整備が課題であ

ると指摘されている。本研究では関係学会の協力を得て、脳死下臓器提供時のドナー評価・管理関

する新たな体制構築に資する研究を行った。本研究の初年度となる令和元年度は一般社団法人日本

救急医学会「脳死・臓器組織移植に関する委員会」と共同で脳死下臓器提供施設となり得るいわゆ

る 5 類型施設に対して脳死下臓器提供の現状に関わるアンケートによる意識調査を行った。その結

果、ドナー管理の困難性が指摘され、そのために臓器提供への情報提供、いわゆる選択肢提示
．．．．．．．．．

を行

っていない施設が多いことが明らかになった。今年度はこれらのアンケート結果から、ドナーとな

り得る患者に対しての管理法について考察し、「臓器提供を見据えた患者管理と評価」を作成した。

なお、作成に際しては上記の日本救急医学会、同学会「脳死・臓器組織移植に関する委員会」、およ

び日本集中治療医学会と日本移植学会の協力を得た。 

Ａ．研究目的 

日本における脳死下臓器提供数は欧米と比

較すると極めて少ない。一方、平成 29 年の内

閣府調査によれば、臓器提供を希望する日本国

民の割合は 41.8%であり欧米と比較しても少

ないとは言えない。脳死下臓器提供が少ない要

因として臓器提供に関わる医療機関の体制整

備が十分ではないことが指摘されている。これ

まで脳死下臓器提供に関する情報提供、いわゆ
．．．

る
．
選択肢
．．．

提示
．．

や法的脳死判定体制については

厚生労働科学研究助成事業等の成果もあり、多

くの 5 類型施設において院内整備が進んでい

る。しかしながら、脳死判定以降のドナー評価・

管理や術中管理、ドナー家族のサポート体制な

どについては多くの課題がある。日本での脳死

下臓器提供ではメディカルコンサルタント制

度が導入されている。脳死下臓器の提供時には、

移植施設からメディカルコンサルタントとし

て移植医が提供施設に派遣され、臓器提供前の

ドナー評価と管理に対する助言を行う。これは

日本独自の体制であり、これにより質の高いド

ナー評価・管理が行われ、他国に比較してドナ

ー当たりの平均提供臓器数は多い一因となっ

ている。しかしながら、臓器提供数が増加する

ことが期待される中で、メディカルコンサルト

数が限られていることから、移植施設への負担

が増加するばかりでなく、現在のような質の高

いドナー管理を維持できなくなる可能性が指
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摘されている。そのため 5 類型施設が自立し

て質の高いドナー評価・管理を行うことのでき

る体制作りが重要となる。また、法的脳死判定

まで患者管理を行っていた救急医・集中治療医

が引き続きドナー評価・管理を行うことは、患

者家族との関係や当該医療機関の院内医療体

制の観点からも望ましい。今後は 5 類型施設

が自立して行えるようにさらなる体制整備が

望まれる。このように臓器提供施設が一連の過

程を自立して行うことのできる体制を整備す

ること は、ドナーおよびドナー家族の意思を

最大限尊重し、その意思を確実に実現すること

につながると期待される。 

このような視点に立ち、本研究では 5 類型

施設を対象とした脳死下臓器提供におけるド

ナー評価・ 管理を中心とした指針の作成を目

的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

研究初年度の令和元年度は、5類型施設の意

識調査をする目的で、Web 上でアンケートを行

った（回答 397 施設）。方法と結果の詳細につ

いては令和元年度の本研究班報告書に記載し

てあるが、ドナー評価と管理には 304 施設

（83.2％：回答 365 施設）が困難を感じると回

答し、特に人的支援、家族対応、いわゆる選択

肢提示や集中治療管理に困難を感じる施設が

多かった。 

以上の結果から、今年度はドナーとなり得る

患者に対しての管理法について検討し、標準的

な管理目標を示した「臓器提供を見据えた患者

管理と評価」を作成した。なお、作成に際して

は上記の日本救急医学会、同学会「脳死・臓器

組織移植に関する委員会」、および日本集中治

療医学会と日本移植学会の協力を得た。 

「臓器提供を見据えた患者管理と評価」の作

成に際しては平成 23 年、24 年度厚生労働省科

学研究補助事業「脳死並びに心停止ドナーにお

けるマージナルドナーの有効利用に関する研

究」から作成された【臓器提供時のドナー評価・

管理、摘出手術時の呼吸循環管理マニュアル第

二版】を参考とし、救急医や集中治療医の視点

から救急・集中治療の現場で使用することを前

提に作成した。 

また、令和２年度厚生労働科学研究費補助金

（地域医療基盤開発推進研究事業）「５類型施

設における効率的な臓器・組織の提供体制構築

に資する研究－ドナー 評価・管理と術中管理

体制の新たな体制構築に向けて」（主任研究者 

嶋津 岳士）の研究分担者で日本集中治療学会

理事長の西田修先生（以後、西田班）が作成し

た「脳死ドナー管理マニュアル Q and A」と整

合性を保ち、その作成に際しても本研究班は協

力をした。 

（倫理面への配慮） 

 過去の文献やマニュアルを参考に、新たな

指針を作成する作業であり、今年度は倫理委

員会等の承認は必要ないと判断した。 

 

Ｃ．研究結果 

研究初年度の令和元年度に 5 類型施設を対

象に行ったアンケートでは（回答 397 施設）、

ドナー評価と管理に 304 施設（83.2％：回答

365 施設）が困難を感じると下記に様に回答し

ていた。 

・ドナー評価・管理について困難を感じるこ

とはありますか？ 

困難は感じない     61 施設 

困難を感じる     304 施設 

以上から今年度はドナーとなり得る患者に

対しての管理法について検討し、標準的な管理

目標を示した「臓器提供を見据えた患者管理と

評価」を作成した。 

 具体的には平成 23 年、24 年度厚生労働省科

学研究補助事業「脳死並びに心停止ドナーにお

けるマージナルドナーの有効利用に関する研
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究」から作成された“臓器提供時のドナー評価・

管理、摘出手術時の呼吸循環管理マニュアル第

二版”を救急医、集中治療医の視点から再検討

し、その結果として「臓器提供を見据えた患者

管理と評価」を作成した。すなわち、脳死とい

う自律神経系の求心性神経応答や視床下部下

垂体の機能が消失した状態で、血行動態の不安

定化が認められる不安定な状況の中で、臓器提

供を見据えた患者管理の概要と循環、呼吸、内

分泌系、肝・腎機能の管理、体温管理等の検討

を行った。 

作業手順としては上記マニュアルや海外の

文献を参考に、臓器提供の可能性がある脳死

患者管理法について検討し、本研究班として

標準的な管理目標を示した「臓器提供を見据

えた患者管理と評価」を作成した（資料１）。

なお、広く救急医療、集中治療、移植医療の

視点からそれぞれの専門家の学術集団である

一般社団法人日本救急医学会、同学会「脳

死・臓器組織移植に関する委員会」、および一

般社団法人日本集中治療医学会と一般社団法

人日本移植学会の協力を得た。 

さらに、前述のように令和２年度厚生労働科

学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事

業）「５類型施設における効率的な臓器・組織

の提供体制構築に資する研究－ドナー 評価・

管理と術中管理体制の新たな体制構築に向け

て」（主任研究者 嶋津 岳士）の研究分担と

しての西田班が作成した「脳死ドナー管理マニ

ュアル Q and A」（西田報告書 資料２）の編

集・校正に際して本研究班も協力をした。加え

て本研究班で作成した「臓器提供を見据えた患

者管理と評価」との整合性を確認することも行

った。 

 

Ｄ．考察 

内閣府調査(H29)によれば、臓器提供を希望

する日本国民の割合は 41.8%であり決して低

い数値ではない。しかし、実際の臓器提供者数

は世界的に見ても極めて少なく、その原因の一

端として提供施設となる救急医療施設や脳神

経外科施設における臓器提供時の様々な負担

が指摘されている。そのような中、当研究班の

研究初年度の令和元年度に 5 類型施設を対象

に行ったアンケートでは 83.2％の施設でドナ

ーの管理に困難を感じると回答していた。 

 そこで今年度はドナーとなり得る患者に対

しての全身管理の標準的なポイントや留意点

を記載した「臓器提供を見据えた患者管理と評

価」を作成した。 

その内容は前半と後半に分けて、前半を総論

的な記載とした。すなわち、前半には脳死にな

った場合、あるいは脳死になりつつある際の生

理学的変化や各種臓器の反応、バイタルサイン

を維持するための血圧、体温、尿量、動脈血酸

素飽和度、血液ガス所見、電解質、血糖、ヘモ

グロビン値、心臓超音波検査等の標準的な目標

値を明らかにした。後半は臓器提供を見据えた

各種臓器の評価について解説し、心臓、肺、腎

臓、肝臓、膵、小腸についての評価について記

載した。 

 また、前述の西田班が担当した「脳死ドナ

ー管理マニュアル Q&A」は循環管理、ステロ

イド投与の是非、血糖管理、内分泌学的視点

からの課題をそれぞれ Clinical Question 

(CQ)とその解答の形式で構成され、その編集

に関して当研究班は協力をした。すなわち、

当研究班が主体となって作成した「臓器提供

を見据えた患者管理と評価」に記載した目標

値や標準的治療の整合性を図り、両者を共に

参考にしながら実際の患者管理が行えるよう

な工夫をした。 

 なお、当研究班が作成した「臓器提供を

見据えた患者管理と評価」と西田班が担当

し、本研究班もその作成に協力をした「脳死

ドナー管理マニュアル Q&A」は一般社団法人
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日本救急医学会、一般社団法人日本集中治療

医学会、および一般社団法人日本移植学会理

事会承認を得て、編集協力として作成に関与

していただいた。 

脳死下臓器提供に際して、提供施設となる

救急医療施設や脳神経外科施設において、臓

器提供者となるドナーの管理は過年度の本研

究班の研究から明らかになった。今回、当研

究班が作成した「臓器提供を見据えた患者管

理と評価」、およびその作成に当研究班が協力

をした「脳死ドナー管理マニュアル Q&A」

は、いずれも標準的なドナー管理やそのポイ

ントを示したものである。これらの成果物

が、5 類型施設における脳死下臓器提供時の

負担軽減に寄与し、その結果として脳死下臓

器提供数が増加することが期待される。 

 

Ｅ．結論 

内閣府調査(H29)によれば、臓器提供を希望

する日本国民の割合は 41.8%であるが、臓器提

供者数は世界的に見ても極めて少ない。その原

因の一端は、当研究班の過年度の研究から負担

が大きいとされるドナー管理のために臓器提

供への情報提供、いわゆる選択肢提示
．．．．．．．．．

を行って

いない施設が多いことが明らかになった。今年

度はこれらの結果から、ドナーとなり得る患者

に対しての管理法について考察し、「臓器提供

を見据えた患者管理と評価」を作成した。なお、

作成に際しては日本救急医学会、同学会「脳死・

臓器組織移植に関する委員会」、および日本集

中治療医学会と日本移植学会の協力を得た。本

研究班の成果が 5 類型施設における脳死下臓

器提供時の負担軽減に寄与し、その結果として

脳死下臓器提供数が増加することが期待され

る。 
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Ｇ. 知的財産権の出願・登録状況 
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